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網膜中心動脈閉塞症の最新情報

序　論

門之園一明＊

なぜ，いま網膜中心動脈閉塞症（CRAO）の特
集なのか？　この疾患は，治らない病気という考
えをお持ちの先生方がほとんどではないでしょう
か。しかし，この数年 CRAO の治療は大きく変
革してきています。そこで，今回は，CRAO を
初めて掘り下げてみたいと思います。

CRAO の記載を文献で考察してみます。von 
Graefe（図 1）により最初に CRAO という疾患が
ドイツの医学誌に記載されたのは 1859 年であり，
論文のタイトルは，「突発的な視力障害を起こす
眼疾患」と記載されています 1）。それ以来，160
年に及び本疾患は，治療方法のない疾患として取
り扱われています。

CRAO に有効な治療はなく，多くの患者は何
の前触れもなく突然視力を失い，救急外来を受診
し眼科医の診察を受けることになります。残念な
がら視力を取り戻すことはほぼありません 2）。し
かし，現在これは，過去の常識になりつつありま
す。

眼科医の捉える CRAO は，網膜中心動脈の閉
塞に伴う網膜内層の虚血変化にとどまる傾向があ
りますが（図 2），本来的には CRAO は，中枢神
経レベルでの神経学的疾患として捉えるべきと考
えています 3）。一般に神経内科では，CRAO は
脳卒中に分類される疾患です。CRAO は，そも
そも，脳，脊髄，網膜の中枢神経器官に生じる急
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性の神経学的異常と捉えなくてはいけません。
高齢化および生活習慣病の増加に伴い，脳卒中

はしばしばみられる疾患であり，さまざまな治療
が行われています。そのひとつに，組織プラスミ
ノーゲン活性化因子の発症早期の全身投与療法が
あります 4）。では，CRAO の血栓溶解療法はど
うでしょうか。本邦では行われていませんが，欧
州 5）や韓国 6）では行われています。

COVID-19 の 蔓 延 し た 一 昨 年， 私 た ち は
CRAO をいつになく多く診察しました。いまで
は，コロナウイルス（SARS-CoV-2）による血栓
形成が CRAO を引き起こす可能性のあることや，

（Ⓒ門之園一明）
図 1 �von Graefe による網膜中心動脈閉塞症患者の

診察風景（イメージ）
von Graefe は，1850 年代にはじめて CRAO を記
述した。
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コロナウイルスワクチンとの関連性を問う症例報
告も見受けられます 7）。このため，近年では
CRAO に対する眼科医の関心は高くなってきて
います。一方で，CRAO の発症は，生活習慣病
と大きく関連します。特に，動脈硬化性疾患や不
整脈との関連性は高く，多くの臨床研究がなされ
ています 8）。よく知られているように，肥満

（82％），高血圧（73％），喫煙（49％），高コレス
テロール血症（49％），および糖尿病（14％）とい
う高い心血管リスク因子の有病率が示されていま
す。全体で，67％の患者が少なくともひとつの
心血管リスク因子を有しており，さらに，20％
の患者が心房細動（AF），17％が心弁膜症，5％
が心不全を有しています 9）。CRAO 患者は，年
齢および性別が一致する対照群と比べて AF を有
する可能性が高く，CRAO は AF を有する患者
において再発性脳卒中の高リスクを示します 10）。

また，注目すべきは内頸動脈狭窄との関連性で
す。CRAO は同側内頸動脈狭窄と最も強く関連
し，103 例の CRAO の単施設研究では，37％の
患者が同側の重度の頸動脈疾患（図 3）を有してい
ます。EAGLE 研究（眼における血栓溶解療法の

ための欧州評価グループ）では，84 人の患者中
77 人が潜在的な病因について包括的な検査を受
け，そのうち 31 人（40％）が 70％以上の頸動脈
狭窄を持っています 11）。

本邦でも近年は，CRAO に対する臨床研究が
精力的に行われています。私は CRAO は，長き
にわたり unmet needs12）に属する代表的疾患と
考えています。本特集では，CARO に対する最
新の知見および研究を紹介したいと思います。

疫学に関して，既に 120 例以上の CRAO 患
者をこれまでに診てきている田中先生による解説
から，画像診断については東邦大学の橋本先生に
よる解説から有益な情報を得ることができます。
また，臨床研究，特に tPA を用いた手術治療に
関して，富山大学の林先生による解説から手術治
療，特に血管内治療の成績を知ることができます。
さらに，先駆的な治療として神経保護薬を開発し
ている京都大学の池田先生，さらに東北大学の津
田先生より緑内障治療薬から生まれた新規治療薬
に関して解説をうかがうことができます。これら
はまだ治験中の薬剤ですが，本特集が，読者の先
生方の CRAO の治療に関する情報のアップデー
ト，ならびに将来の CRAO 患者に対する治療の
選択肢として，有益となれば大変に嬉しく思いま
す。

図 3 内頸動脈狭窄およびコレステロール沈着
CRAO の原因の多くは，内頸動脈狭窄である。

図 2 �網膜中心動脈閉塞症の眼底写真
網膜動脈の閉塞および cherry-red spot がみられる。
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